
１.なぜ水田からのメタンを減らす必要があるのか

水田からのメタン排出削減のため
中干し期間の延長、秋耕等を支援します！

・温室効果ガスの一つであるメタンは
CO2の約25倍の温室効果がある。

・水田からのメタン排出は日本のメタン
排出の約40％を占める。

２.どうすれば削減できるのか

３.メタン排出削減の取組のメリット

日本のメタン排出量とその内訳（2020年）
水田での取組で温室効果ガスの大幅な削減が
必要！

・水田からのメタンは土壌中のメタン生成菌によって①水を張った条件で
②有機物を原料に作られます。

2,846万トン
（CO2換算）

①の対策
中干し期間を慣行から
１週間程度延長すれば、
メタン生成菌の活動を抑え
メタン発生が減少！

②の対策
秋のうちに稲わらをすき
込めば、湛水前に分解が
進みメタン発生が減少！

①中干し期間の延長
・登熟歩合が向上し、タンパク質含量が低下するなど、収獲したコメの
品質向上が示されています。
・新たな作業は発生しないので、少ない労力負担で取組可能です。

②秋耕
・冬の間に稲わらの分解が進むことで「わき（湛水時のガス発生）」や
窒素飢餓の防止になり、初期成育の確保につながります。
・ひこばえや雑草を抑制することで、病害虫や獣害対策にも有効です。

みどりの食料システム戦略交付金のうち
グリーンな栽培体系への転換サポート
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４.具体的な支援内容

農林水産省 農産局農業環境対策課
担当：土壌環境保全班 03-3593-6495 農林水産省

www.maff.go.jp

環境負荷低減の取組（上限15pt）
取組数に応じて最大13pt
例：中干し期間の延長、秋耕のいずれか１つの

取組で11pt、両方の取組で13pt

他の環境にやさしい栽培技術と併せた取組で２pt
例：化学肥料の使用量低減

省力化に資する技術（上限９pt）
省力化度合いに応じて３～９pt
例１：水管理システムの導入により、水管理に

かかる時間が35％以上減少で９pt
例２：乾田直播の導入により、播種・育苗にか

かる時間が５％以上10％未満減少で３pt

（１）支援対象
農業者、農業協同組合、都道府県等を含む協議会、都道府県※、市町村※

※農業者又は農業協同組合（農業者も参加）に加え、都道府県普及組織が事業に参加すること。
（２）支援の内容

「環境にやさしい栽培技術」と「省力化に資する技術」を取り入れた「グリーンな栽培体
系」への転換を推進するため、産地に適した技術を検証し、定着を図る取組として下記の取
組を定額※支援※※

※上限額300万円（２つの環境にやさしい栽培技術の取組（例えばメタン排出削減と炭素貯留
（バイオ炭））を同時に行う場合は360万円

※※下記の全てに取り組むことを必須とする
（ⅰ）グリーンな栽培体系の検証
（ⅱ）グリーンな栽培マニュアルの作成
（ⅲ）産地戦略の策定
（ⅳ）情報発信
（ⅴ）検討会の開催

（３）交付対象経費
（２）に必要な検証ほ場・機械・施設の借上経費、資材購入費、データ分析のための
委託費、検討会開催費等

（４）配分時のポイントの考え方
取組内容や産地戦略の目標に合わせてポイント（最大28pt）がつけられ、上位者より配分
以下は、水稲でメタン削減の取組を行う場合のイメージ

農産局穀物課
担当：企画２班 03-6744-2010

▲中干し期間の延長 ▲秋耕

普及面積（上限４pt） 水稲では70ha以上の拡大（目標年次までに）で４pt

▲乾田直播▲自動水管理システム

（５）参考情報
水田メタン発生抑制のための
新たな水管理技術マニュアル

「みどりの食料システム戦略」
技術カタログ

※この他、みどりの食料システム法に基づく特定区域での取組である場合や、協議会の構成員等
が環境負荷低減事業活動実施計画等の認定を受けている場合等にポイントを加算（最大20pt）


